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１．はじめに 

当プロジェクトは，タワー棟／２０階を含めた５つの

建物から構成されている．この中で，タワー棟は施工難

易度が高いこと，かつ，施工所要期間が全体工程に大き

く影響することが予想されたため，コア部分のＲＣ造壁

（高さ／９７．５５ｍ，４箇所）の施工にスリップフォ

ーム工法を適用し，品質向上，施工合理化を図った． 

 

２．工事概要 

工 事 名：ブルネイ大蔵省本館建設工事 

工事場所：ブルネイ国 

バンダーセリベガワン市ケバングサン通り 

発 注 者：ブルネイ政府 

設計・監理：アーキテクト・イブラヒム 

実施工期：1996年11月～2003年３月（中断有） 

用    途：庁舎  

敷地面積：６４，６８４ｍ２ 

建築面積：２１，８４９ｍ２ 

延床面積：８７，９７３ｍ２ 

階    数：地上２０階／地下1階 

軒    高：９７．５５ｍ，最高高さ：１１７．４ｍ 

構    造：ＲＣ造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

躯体の主要数量は以下の通り， 

①杭工事（現場造成杭/６００ｍｍ径）：１，５６３本 

②掘削工事：５９，２００㎥  

③コンクリート（G30/G45）工事：６６，０００㎥ 

④型枠工事：２８５，０００㎡ 

⑤鉄筋工事：９，０００ ｔ 

 

３．タワー棟施工上の主要検討課題 

①型枠支保工計画 

基本階高：４．８ｍ，柱間スパン：１１ｍ，大きな

梁せいに対応可能なシステム支保工の検討． 

②１６階～１８階の跳ね出しスラブの支保工計画 

跳ね出し長さ，１６階：２．５ｍ，１７階：５ｍ，

１８階：７．５ｍの部分へのH鋼三角形フレーム支

保工の検討 

③コンクリートG45の品質管理 

圧縮強度４５Ｎ／ｍｍ2の品質確保 

④コンクリート打設計画 

⑤タワー棟コア部分のＲＣ造壁の施工計画 

 

４．タワー棟コア部分のＲＣ造壁の施工検討概要 

①工程管理上の問題点    

ブルネイにおける一般建築工事では，RC 造の外
壁はほとんど無く，熟練型枠工は少ない．概して，

外壁型枠工事，階段型枠工事がクリティカル・パス

となり，工事を遅らすことになる． 
②品質管理上の問題点 

外装として，曲面のアルミ製パネルを取り付ける

ため，高さ９７．５５ｍの曲面外壁の垂直精度確保

が重要． 

③安全管理上の問題点 
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地上１００ｍの高さで作業するための安全確保．

型枠工事，アルミ製パネル取り付け工事用に外部足

場を下から建てるのは現実的で無い． 

④予算管理上の検討  

在来型枠工法と同等の単価設定 

 

５．施工／技術上の検討   

スリップフォーム工法採用に関する施工／技術上の

検討課題は以下の通り． 

①壁厚の変化（300ｍｍ～250ｍｍ）への対応 

スリップフォーム型枠固定方法の工夫により，壁厚

を調整する． 

②スラブ鉄筋の施工 

スラブ鉄筋位置に発砲スチロールを打ち込み，後で

鉄筋を差し込めるようにする．梁鉄筋も同様． 

③階段鉄筋の施工 

主筋と配力筋を逆に設計変更し，壁からは配力筋

がでるようにする．位置決めが難しいため，後施工

アンカーで対応．  

④２階，３階にある隣棟のスラブ受け部材（アゴ形状

部分）への対応 

アゴ形状部分の鉄筋組み立ては複雑で，また鉄筋

量も多く，発砲スチロールでは対応できない．鉄筋

を後施工で対応できるように開口部として施工する．

但しスリップフォーム上昇用ロッドの座屈を防ぐた

め，ロッドの廻りをコンクリートで補強する． 

⑤外壁外側に取付ける断熱材への対応 

後付けは接着不良の恐れがあるので，打ち込みが

最適である．断熱材の標準寸法は高さ１．２ｍなの

で，コンクリート打設を１．２ｍ毎に行う． 
⑥エレベーター・シャフトなどのＲＣ造内壁の施工 

スリップフォーム工法を適用 

⑦スリップフォーム機械のレンタル代 

一般労働者でオペレーションができる 

施工･管理体制とし，予算内で納まる 

事を確認． 

以上の検討結果，スリップフォーム機械を 

使い鋼製型枠をスライディングさせる工法 

を採用した． 

 

６．工程計画  

一般階の施工サイクルは２１日／階であり，コア壁

も同じ日数で施工する． 

打設高さは１．２ｍなので，４回打設／階となり，

約５日サイクルの施工となる．コアは全部で４つある

ので，ほとんど毎日のコンクリート打設となる． 

 

７．施工途中での問題点 

品質管理及び予算管理においては特に問題が無かっ

たが，以下の点で不具合が発生した． 

①工程管理上の不具合 

・アゴ形状部分の施工が手間取り，開始直後に工程

の遅れが発生した． 

・タワークレーンによる荷揚げ作業がフル稼働とな

り，夜間作業となった． 

②安全管理上の不具合 

・コンクリートのこぼれが，風の影響もあり，隣棟

の外壁を汚した．対策として，風向きのチェック・

養生強化と，コンクリートバケット掃き出し口を

簡易に閉じれるような工夫を行った． 

 

 ８．おわりに  

一般的な型枠支保工が未だ木材が主流であるブル

ネイ国においての超高層ＲＣ造躯体工事であり，安

全・品質確保，施工合理化に対する多くの問題点が

発生し，その度に関連職員全員で知恵を出し合い，

解決してきました．ここに紙面をかりまして，ご協

力いただきました皆さんに，厚くお礼申し上げます． 

 

タワー棟コア部高層部分の施工状況 

タワー棟コア部低層部分の施工状況

コア部分

コア部分 
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